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概要 
本研究では，軽度認知障害（mild cognitive impairment; 

MCI）の認知機能が低下している項目を健常群と比較
検討した．また，手順記憶と実演を組み合わせた手順
記憶実演課題を作成し，MCI スクリーニングへの活用
可能性について検討した．その結果，MCI 群では記憶
項目だけではなく実行機能の項目でも低下を認めた．
軽度認知機能検査 MoCA-J による分類結果を正解と
したときの評価指標（AUC）は，手順記憶実演課題の
色や場所，物品等の指定をした「条件」の項目について
高い値が得られることから，この課題が MCI のスクリ
ーニングに活用できる可能性が示された．  

 

キーワード：軽度認知障害（MCI），手順記憶，実演課
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1. はじめに 

正常な加齢と認知症の境界領域として軽度認知障害

(mild cognitive impairment; MCI) がある．MCI とは，

(1) 本人または家族による物忘れの訴えがある，(2) 

加齢の影響だけでは説明できない記憶障害，(3) 日常

生活動作は自立している，(4) 認知機能は正常，(5) 認

知症は認めない，と定義されている (Petersen et al., 

2001)．Summers & Sanders (2012) は，認知機能検査に

ついて実施した 20 か月の縦断的研究の結果を「62.9％

が MCI の状態を維持し，MCI 群の 12.3％が認知症へ

進行した．24.7％が MCI から健常レベルに戻った」と

報告している．すなわち，MCI にいたったとしても，

必ずしも認知症に進行するわけではない．よって，

MCI の時点でアプローチをし，健常レベルへの復帰も

しくは現状の維持に努めることが必要である．しかし，

MCI には早期発見の難しさがある．MCI の機能低下

としては，実行機能，中でも特に視空間ワーキングメ

モリの低下の報告がある (Kessels et al., 2015)．しかし，

MCI の定義にもある通り，日常生活動作は自立してい

るため，加齢による影響なのか MCI なのかの判断は

つきにくく，発見が遅れるケースも珍しくない．  

MCI は，日常生活動作は自立しているが，手段的日

常生活動作において問題が生じている報告もある (Ah 

et al., 2009)．たとえば，服薬については，「薬を飲むこ

と」だけでなく「いつ飲むのか」「食後か，食前か」「ど

の薬なのか」について一連の流れを含めて「条件」や

「順番」を覚えている必要がある．つまり，手順的な要

素の記憶が必要となる．また，指示を記憶して実行す

る能力は，実行機能の処理に依存しており，特に視空

間ワーキングメモリは物と運動の結びつけに関与して

いる (Yang et al., 2015)．MCI スクリーニングについて

は日本語版 Montreal Cognitive Assessment (MoCA-J)が使

用されることが多い．しかし，MoCA-J は質問紙を用い

た検査ツールであり，特に MCI が疑われる対象者にお

いて，その試験的なスタイルを敬遠する対象者も少な

くはない．そのため，認知機能を試されている要素の

少ない MCI スクリーニングの必要性は高い．そこで，

手順的な記憶と実演を組み合わせた「手順記憶実演課

題」が MCI のスクリーニングに有効なのではないかと

考え，試作した． 

本研究の目的は，認知機能の低下している項目に対

して健常と MCI の差を確認し，試作した手順記憶実演

課題について ROC (receiver operating characteristic) 解析

による AUC (area under the curve) を用いて MCI スクリ

ーニングへ活用の可能性があるのかを明らかにするこ

とである． 

2. 方法 

2.1 実験参加者 

茨城県の X 地域に在住し，Y デイサービスセンター

においてデイサービスに参加している者 47 名（男性 8

2024年度日本認知科学会第41回大会 P-1-24A

223



名，女性 39 名，年齢 M = 82.8, SD = 8.6）が実験に参加

した．Y 施設内にポスターを掲示して参加希望者を募

り，研究概要を説明後に同意を得られた者を実験参加

者とした． 

2.2 手順記憶実演課題 

手順記憶実演課題は，机を拭いたりトランプ課題を

実施したりといった行動や物品操作を中心に 10 工程

ほどで構成された（図 1）．また，それぞれ被験者の主

目的動作を「行動」，色や場所，物品等の指定を「条件」，

動作の順番を「順番」と 3 つに分類した．「行動」が 10

項目，「条件」が 18 項目，「順番」が 7 項目の計 35 項

目で構成された．実験者が一連の動作手順を口頭で説

明しつつ，被験者が一連の動作を実演しならが記憶し

た．20 分後に動作手順を再現させ，その動作について

採点した．  

2.3 Mini Mental State Examination (MMSE) 

MMSE は認知症スクリーニング検査であり，「見当

識」「記銘」「注意と計算」「再生」「呼称」「復唱」「理解」

「読字」「書字」「描画」の 11 カテゴリーの一連の質問

と課題から構成される．実施には約 10 分～15 分程度

の時間を要する．総得点は 30 点満点であり，23 点以下

の場合には，認知機能低下または認知症が疑われる． 

2.4 MoCA-J 

MoCA-J は主として軽度認知機能低下を評価するツ

ールとして活用される検査であり，「視空間/実行系」

「命名」「記憶」「注意」「言語」「抽象概念」「遅延再生」

「見当識」の 8 カテゴリーに分けられる一連の質問と

課題から構成される．実施には約 10 分～15 分程度の

時間を要する．総得点は 30 点満点である． 

2.5 手続き 

最初に手順記憶実演課題を実施し，次に MMSE およ

び MoCA-J を実施した． 

2.6 分析方法 

Luis らの基準を参考に，MMSE が 23 点以下の者は

除外し，MoCA-J が 23 点以下を MCI 群，24 点以上を

健常群に分類した．MoCA-J の下位項目である 8 カテ

ゴリーについて，健常群と MCI 群の MoCA-J スコアの

差を Mann-Whitney U-test において処理した．また，手

順記憶実演課題の「合計」「行動」「条件」「順番」それ 

 
図 1 手順記憶実演課題 
 3, 7, 12, 14, 17, 20, 28, 30, 32, 35 は被験者の主目的動作を「行動」．1, 4, 5, 8, 9, 11, 13, 15, 16, 19, 21, 23, 24, 
25, 27, 29, 33, 34 は色や場所，物品等を「条件」．2, 6, 10, 18, 22, 26, 31 は動作の順番を「順番」に設定した． 
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ぞれについて，MoCA-J による分類結果を正解とした

ときの判定を ROC 解析によって分析した． 

3. 結果 

実験参加者 47 名のうち，MMSE（23 点以下）で 6 名

が除外された．MoCA-J の点数（23/24）により，健常

群が 20 名，MCI 群が 21 名に振り分けられた． 

健常群と MCI 群の MoCA-J スコアの差については

「視空間/実行」「注意」「言語」「遅延再生」「合計」に

おいては健常群の方が有意に高かった（図 2）．「命名」

「抽象概念」「見当識」で有意差は認められなかった． 

ROC 解析の結果，「合計」の AUC は.877（95% 

CI: .767–.987）であり，カットオフポイントが 27 点で

感度 85.0%，特異度 81.0％であった．「行動」の AUC

は.756（95% CI: .693–.942）であり，カットオフポイン

トが 7 点で感度 85.0%．特異度 76.2%であった．「条件」

の AUC は.917（95% CI: .829–1.00）であり，カットオ

フポイントが 14 点で感度 85.0%，特異度 90.5％であっ

た．「順番」の AUC は.818（95% CI: .693–.942）であり，

カットオフポイントが 5 点で感度 85.0%，特異度 76.2%

であった（図 3）． 

4. 考察 

MoCA-J の下位項目について「言語」「遅延再生」は

主に記憶を評価する項目でありMCI群が有意に低かっ

た．「視空間/実行」「注意」については，視空間認知を

中心とした実行機能を評価する項目でありMCI群で有

意に低下していた．すなわち，Kessels et al. (2015)でも

述べられている通り，MCI 群は，健常群と比較して記

憶項目だけでなく視空間認知を中心とした実行機能に

おいても低下していることが示された．実行機能は，

認知機能制御の総称とされ，その構成は，抑制，ワーキ

ングメモリ，注意や思考の柔軟性等の要素を含むもの

とされる (Miyake et al., 2000)．そのため，「記憶」およ

び「実行機能」について健常と比較することで，MCI ス

クリーニング検査としての有効性を高められる可能性

がある． 

本研究では，手順記憶と実演を組み合わせた課題が

MCI スクリーニングへの活用可能性があるかについて 

明らかにすることを試みた．手順の記憶は一般的にエ 

ピソード記憶に分類される．検査においてエピソード 

記憶を想起する場合には「ペンを持ち上げる，手を洗

う」など「行動」を選択することが多い．しかし，生活 

図 2 MoCA-J 下位項目についての差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 軽度認知機能検査 MoCA-J による分類結果を正

解としたときの ROC 曲線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場面では「行動」を実施するだけでなく，その行動をす

る上での条件（どのペンなのか）や，行動をする順番

（ペンを持ち上げるのと手を洗うのはどちらが先か）

についての方が重要視される．行動の記憶をするだけ

ではなく条件や順番という付加的要素を処理するため

には，ワーキングメモリを含めた実行機能の役割が必

要不可欠となる．つまり，記憶をする項目について，行

動だけではなく，条件や順番を加えて手順記憶とした

ことがMCIスクリーニングにとって有用であった可能

性がある． 

また「実演」について Charlesworth et al. (2014) は，

実験者実演課題条件と口頭指示条件で，ワーキングメ
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モリに関する動作想起を必要とする指示課題について

検討した．MCI 患者と健常高齢者の記憶能力を比較し

た結果，どちらの条件も実験者実演課題の方が再現率

が優れていた．その中でも，実験者実演課題の効果は

MCI 患者に比べて健常高齢者グループでわずかに大き

かったと報告している．「行動」を実施する項目に比べ

て，実行機能の要素を必要とする「条件」や「順番」に

ついては，健常群および MCI 群ともに低下することが

想定される．その際，MCI 群に比べて健常群の方が実

演による効果が高くなった結果，「条件」について AUC

が高くなったと考えられる．研究計画の段階では，「条

件」だけではなく「順番」についても MCI スクリーニ

ングに活用可能ではないかと考えていた．しかし，AUC

の結果としては，条件（AUC .917）に比べて順番

（AUC .818）は低かった．本研究での「順番」は基本

的に 2 択となる．その 2 択の処理だけでは実行機能の

要素が少なかったことも影響した可能性がある．また，

河野・斎藤 (2006)は，習慣化された身振りに比べて無

意味肢節動作の模倣課題で認知機能低下の検出可能性

について示している．本研究でも習慣動作の観察では

なく、手順記憶として新規的な課題を与えたことが効

果的に働いた可能性もがある．以上のことから，手順

記憶に実演を組み合わせた手順記憶実演課題は，行動

についての「条件」に着目することで MCI スクリーニ

ングに活用できる可能性が示されたのではないか．つ

まり， MCI をスクリーニングするためには新規動作を

実演にて記銘・再現することにより実行機能の要素を

判別することがポイントになると考える． 

一方， MoCA-J のような質問紙を用いた検査ツール

について，この試験的なスタイルを敬遠する対象者は

多い．その点，本研究で使用した手順記憶実演課題は

身体の動きを中心としており，ゲーム感覚的な要素も

多い．特に MCI を疑う段階では，日常生活が自立して

いるため自覚症状も少ない．そのため，試されること

に抵抗があり検査を受けたくない対象者に対しては効

果的に活用できる可能性もある． 

5. まとめ 

本稿では，健常群と MCI 群で MoCA-J の下位項目を

比較した．また，手順記憶と実演を組み合わせた手順

記憶実演課題を作成し，ROC 解析による AUC を用い

てMCIスクリーニングへの活用可能性について検討し

た．その結果，MCI 群では記憶機能だけではなく，視

空間認知を中心とした実行機能にも低下が見られてい

た．また，手順記憶実演課題を「合計」「行動」「条件」

「順番」に項目分けして分析した結果，色や場所，物品

等の指定をする「条件」の AUC が.917 であり MCI ス

クリーニングに有効な可能性が示された．「行動」「条

件」「順番」の各項目についての検討は今後の課題であ

る． 
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